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役
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募
集

3 19
2018 30

64
月

平
成
30
年
2
月
27
日
（
火
）
竹
の

台
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
9
本
）、

竹
の
北
公
園
（
3
本
）、
竹
の
西
公

園
（
3
本
）
に
オ
リ
ー
ブ
の
樹
が
植

樹
さ
れ
ま
し
た
。
9
月
に
竹
の
台
小

学
校
に
植
え
た
3
本
と
合
わ
せ
て
18

本
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
地
域
委
員
会
が
今
年
度

か
ら
取
組
ん
で
い
る
「
西
神
タ
ベ
レ

ル
・
タ
ウ
ン
構
想
」
の
一
環
で
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。

オ
リ
ー
ブ
が
実
を
つ
け
る
に
は
、

品
種
の
異
な
る
も
の
を
2
本
以
上
植

え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
各
場
所

に
植
え
た
オ
リ
ー
ブ
も
「
ル
ッ
カ
」

「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」「
セ
ン
ト
キ
ャ
サ
リ

ン
」
等
数
種
類
の
品
種
が
植
え
ら
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
竹
の
台
地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
植
え
た
も
の
の
一
部

に
「
こ
う
べ
再
生
リ
ン
」（
※
）
を

加
え
ま
し
た
。
オ
リ
ー
ブ
に
効
果
が

あ
る
か
ど
う
か
実
験
し
て
み
よ
う
と

思
い
ま
す
。
効
果
の
あ
る
こ
と
が
解

れ
ば
い
い
で
す
ね
。

あ
ら
ゆ
る
世
代
の
住
民
に
と
っ
て

共
通
の
話
題
で
あ
る
「
食
べ
ら
れ
る

植
物
」
を
、
地
域
内
の
公
共
空
間
・

学
校
・
戸
建
て
の
庭
・
マ
ン
シ
ョ
ン

の
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
に「
植
え
」「
育
て
」

「
収
穫
し
」「
加
工
し
」「
販
売
し
」「
消

費
す
る
」。
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
を

通
じ
て
、
住
民
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
増
え
、
近
所
に
知
人
が
増

え
、
会
話
が
増
え
、
居
場
所
が
で
き
、

楽
し
み
が
増
え
、
活
動
が
増
え
、
健

康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が
で
き
る
か

も
し
れ
な
い
。
高
齢
世
帯
や
子
育
て

世
帯
の
生
活
上
の
ち
ょ
っ
と
し
た
問

生活にかかせないリンは、鉱
石などの原料、食べ物や家畜の
えさ、作物の肥料として、その
ほとんどを海外から輸入してお
り、その一部は生活排水として
下水に流されてきます。

神戸市では、こうしたリンを
下水から効率的に回収し、資源として利用
する取組みを進めています。回収したリン
の品質が高く、そのまま肥料として利用す
ることができると考え、H26 年に、化成肥料に「こうべ
再生リン」を登録しました。H27 年に「こうべ再生リン」
に肥料の三大要素である窒素やカリウムを加え、より使
いやすい野菜用肥料「こうべハーベスト」を開発しました。

同じ年に、JA 兵庫六甲や農業関係者の協力により、こ
の肥料を使って試験栽培をしたところ、普及の可能性が
高いと評価頂きました。H28 年には、地産地消の神戸産
野菜「こうべ旬菜」等の栽培に使われています。H30 年
2 月現在、JA 兵庫六甲西営農センターで販売されており、
地産地消への貢献を目指しています。

                    　     神戸市建設局下水道部

題
は
、
近
隣
住
民
が
知
恵
や
力
を
出

し
合
い
、
簡
単
に
解
決
で
き
る
よ
う

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
魅
力
あ
る

活
動
・
生
活
上
の
サ
ポ
ー
ト
・
雇
用

の
場
を
創
出
す
る
こ
と
で
、
若
い
世

代
を
呼
び
込
み
、
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
こ
で
、
平
成
29
年
度
は
5
月
に
、

「
食
べ
る
」
を
テ
ー
マ
に
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
9
月
に
は
、
神
戸
大
学

農
学
部
名
誉
教
授
中
西
テ
ツ
先
生
を

お
招
き
し
、「
オ
リ
ー
ブ
の
は
な
し
」

講
演
会
を
実
施
し
、
第
49
回
竹
の
台

朝
市
で
は
オ
リ
ー
ブ
の
実
の
「
新
漬

け
」
の
試
食
を
し
て
い
た
だ
き
好
評

で
し
た
。

来
年
度
は
、
秋
頃
、
実
の
収
穫
や

実
の
あ
く
抜
き
体
験
、
オ
イ
ル
の
搾

油
体
験
な
ど
を
実
施
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
い

公
示
期
間

　
4
月
1
日（
日
）～

　
　
　
　
4
月
7
日（
土
）

た
だ
き
、
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方

を
募
っ
て
い
ま
す
。
竹
の
台
地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

ま
た
、
詳
細
の
情
報
発
信
を
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
で
も
行
っ
て
い
ま
す
。

「
西
神
タ
ベ
レ
ル
・
タ
ウ
ン
構
想
」

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

地
域
委
員
会
で
は
、
今
年
度
に
引
き

続
き
地
域
の
公
共
の
場
所
に
オ
リ
ー
ブ

を
植
樹
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
公
園
や
神
戸
市
の

道
路
に
沿
っ
た
沿
道
等
の
う
ち
ご
希
望

の
場
所
に
つ
い
て
ご
意
見
を
募
集
し
ま

す
。（
個
人
宅
や
私
道
は
対
象
外
で
す
）

竹
の
台
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で

9
時
～
12
時
（
火
曜
日
の
み
休
館
）

正
確
な
位
置
を
教
え
て
い
た
だ
く
た

め
、
な
る
べ
く
来
館
し
て
く
だ
さ
い
。

1
月
19
日
（
金
）、高
松
市
十
河
（
そ

ご
う
）地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
・

社
会
福
祉
協
議
会
の
28
名
が
、
竹
の
台

の
活
動
、
特
に
、
竹
の
台
地
区
で
取
り

組
ん
で
い
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ

ネ
ス
」
の
現
状
を
視
察
に
来
ら
れ
ま
し

た
。大

型
バ
ス
で
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

到
着
し
た
ご
一
行
は
、
ま
ず
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
喫
茶
「
た
け
の
パ
ー
ク
」
を
見

学
。
日
替
わ
り
ラ
ン
チ
・
駄
菓
子
・
貸

館
業
務
を
軸
に
多
世
代
の
地
域
の
交
流

の
場
と
な
っ
て
い
る
通
称
「
た
け
パ
」

で
ラ
ン
チ
を
食
べ
な
が
ら
、
お
互
い
の

地
域
の
活
動
に
つ
い
て
情
報
交
換
し
ま

し
た
。

十
河
地
区
は
伝
統
あ
る
地
域
で
す

が
、
近
年
は
高
松
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン

と
し
て
人
口
流
入
が
激
し
く
、
自
治
会

加
入
率
が
上
が
ら
な
い
と
い
う
課
題
が

あ
る
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
住
民
同

士
が
交
流
す
る
活
動
・
イ
ベ
ン
ト
を

行
お
う
と
、「
そ
ご
う
あ
い
さ
つ
レ
ン

ジ
ャ
ー
」「
ふ
る
さ
と
十
河
音
楽
祭
」、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
寝
泊
ま
り

し
な
が
ら
学
校
に
通
う
「
ド
リ
ー
ム
ハ

ウ
ス
」、老
若
男
女
で
取
り
組
め
る
「
ギ

ネ
ス
に
挑
戦
、
ド
ミ
ノ
大
会
」
な
ど
、

特
色
あ
る
活
発
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る

事
を
知
り
ま
し
た
。

こ
の
ベ
ー
ス
に
な
る
の
が
、
高
松
市

の
地
域
施
策
で
す
。
高
松
市
で
は
、
住

民
が
自
主
的
・
自
立
的
に
地
域
の
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
た
め
、
お
お

む
ね
小
学
校
単
位
で
、
連
合
自
治
会

を
は
じ
め
地
域
の
各
種
団
体
・
企
業
・

N
P
O
・
個
人
で
構
成
さ
れ
る
「
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
」
の
構
築
が
進

ん
で
い
ま
す
。
市
か
ら
は
、
協
議
会
の

“
活
動
”
に
対
し
て
「
ま
ち
づ
く
り
交

付
金
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

交
付
に
あ
た
っ
て
は
、「
活
動
計
画
・

予
算
案
」
を
市
に
提
出
し
、
承
認
を
得

ま
す
。
こ
れ
に
向
け
て
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
協
議
会
の
構
成
団
体
は
、
活
動

計
画
を
協
議
会
に
提
出
し
、協
議
の
上
、

活
動
計
画
・
予
算
を
決
め
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
地
域
の
実
情
に
あ
わ
せ

て
、
市
か
ら
の
交
付
金
の
使
い
道
を
地

域
で
自
主
的
に
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ま
た
、こ
の
よ
う
な
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
事
務
局
機
能
の
強
化
が
必
要
と

の
考
え
か
ら
、
今
後
は
人
件
費
も
含
め

た
事
務
局
費
用
も
交
付
金
か
ら
捻
出
で

き
る
こ
と
に
な
る
そ
う
で
す
。
十
河
地

区
で
は
、
従
前
か
ら
上
記
の
よ
う
な
活

発
な
活
動
を
し
て
い
る
た
め
、
市
の
交

付
金
・
自
治
会
活
動
費
に
加
え
て
、
活

動
に
か
か
る
費
用
を「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ビ
ジ
ネ
ス
」
の
手
法
を
使
っ
て
捻
出
で

き
な
い
か
考
え
、
今
回
の
視
察
に
至
っ

た
と
の
事
で
し
た
。

全
国
的
に
見
る
と
、
高
松
市
の
よ
う

に
、
人
口
減
少
社
会
を
見
据
え
て
、
小

学
校
区
等
を
対
象
に
従
来
の
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
見
直
し
、「
小
規
模
多

機
能
自
治
」
等
と
呼
ば
れ
る
取
組
み
が

進
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
神
戸
市
の
地
域
活

動
施
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

高
松
市
の
よ
う
に
地
域
の
“
活
動
”

に
対
し
て
で
は
な
く
、「
ふ
れ
あ
い
の

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」「
防
災
福
祉
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」「
エ
コ
タ
ウ
ン
」「
青
少

年
育
成
協
議
会
」
な
ど
、
“
団
体
”
に

対
し
て
年
度
ご
と
に
一
律
の
助
成
金
が

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
部
の
助
成
金
は

統
合
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
助
成
金
を

所
管
し
て
い
る
局
ご
と
に
助
成
金
の
考

え
方
・
報
告
様
式
も
異
な
る
こ
と
か
ら
、

縦
割
り
の
縛
り
が
き
つ
く
、
地
域
の
自

主
性
が
活
か
せ
な
い
ば
か
り
か
、
報
告

等
の
実
務
に
か
か
る
地
域
側
の
負
担
が

大
き
い
の
が
現
状
で
す
。

平
成
28
年
に
策
定
さ
れ
た
「
神
戸
市

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
の
基
本
指

針
」
に
よ
る
と
、『
多
様
な
地
域
特
性

を
持
つ
神
戸
市
で
は
、
地
縁
団
体
や
施

策
目
的
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
活
動
実
態

も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
全
市
一
律
の
導

入
や
地
域
団
体
の
統
合
化
を
目
指
す
も

の
で
は
な
く
、
総
合
的
・
自
律
的
な
運

営
を
目
指
す
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
地

域
の
実
情
に
沿
っ
て
移
行
・
発
展
で
き

る
制
度
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。』

と
あ
り
ま
す
。

総
合
的
・
自
律
的
な
運
営
を
行
お
う

と
す
る
竹
の
台
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た

制
度
の
早
期
実
現
を
期
待
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

 

竹
の
台
地
域
委
員
会
役
員
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
、

今
後
2
年
間
の
竹
の
台
地
域
の
活
動
を

支
え
て
い
た
だ
く
地
域
委
員
会
の
役
員

を
募
集
し
ま
す
。

 

応
募
用
紙
（
竹
の
台
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
設
置
）
に
必
要
事
項
を
ご
記

入
の
上
、
竹
の
台
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。（
自
治
会
・
管

理
組
合
に
は
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
）役

員
の
選
任
は
、
竹
の
台
地
域
委
員

会
規
約
第
10
条
に
基
づ
き
、
4
月
22
日

（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
「
平
成
30
年

竹
の
台
地
域
委
員
会
定
期
総
会
」
に
て

行
な
わ
れ
ま
す
。
地
域
の
み
な
さ
ま
の

積
極
的
な
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

竹の台の人口 9,073 人 世帯数 3,821　15 歳未満 1,057 人 75 歳以上 1,101 人 平成 30 年 1 月神戸市住民基本台帳より

竹の台地域福祉センターには 9 本

竹の北公園には 3 本

昨年 9 月 2 日「オリーブのはなし」講演会

皆さん大きく育つのを見
守ってくださいね。

た
い
へ
ん
有
意
義
な
情
報
交
換
が
で
き
ま

し
た

「あいさつレンジャー」がいたら
あいさつも楽しくなりますね

「こうべ再生リン」及び
     「こうべハーベスト」について

住
み
続
け
た
い
・
住
ん
で
み
た
い
竹
の
台
の
シ
ン
ボ
ル
に

 

オ
リ
ー
ブ
植
樹
場
所

　
　

ご
意
見
募
集

西
神
タ
ベ
レ
ル
・
タ
ウ
ン
構
想

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
他
に
オ
リ
ー
ブ
植
樹　

高
松
市
十
河（
そ
ご
う
）地
区
と
交
流
会

十
河
地
区
の
特
色
あ
る
活
動

  

急
が
れ
る      

　
　
神
戸
市
の
制
度
改
革

 

自
主
的
な
地
域
活
動
を

　
支
え
る
交
付
金
制
度
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毎
年
3
年
生
で
は
、
社
会
科
「
昔

の
道
具
と
人
び
と
の
く
ら
し
」
の
学

習
で
『
昔
の
く
ら
し
を
体
験
し
よ
う
』

を
、
地
域
の
方
々
の
協
力
の
も
と
に

行
っ
て
い
ま
す
。

昔
の
道
具
や
遊
び
、
学
校
な
ど
、

テ
ー
マ
ご
と
に
地
域
の
方
に
く
わ
し

く
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
今
年
も
た

く
さ
ん
の
写
真
や
絵
な
ど
を
資
料
と

し
て
準
備
し
て
い
た
だ
き
、
集
会
室

の
大
画
面
で
資
料
を
見
な
が
ら
、
分

か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

ま
た
、
体
験
活
動
と
し
て
、
洗
濯

板
体
験
と
七
輪
体
験
も
合
わ
せ
て
行

い
ま
し
た
。

洗
濯
板
体
験
で
は
、
当
日
は
大
寒

波
に
よ
る
冷
え
込
み
で
、
水
は
痛
い

ぐ
ら
い
に
冷
た
く
、
指
先
を
真
っ
赤

に
し
な
が
ら
、
ど
の
子
も
一
生
懸
命

洗
濯
物
を
こ
す
っ
て
い
ま
し
た
。
七

「
や
っ
た
あ
、
ま
わ
っ
た　

ま
わ
っ

た
。」「
こ
ん
な
に　

と
ぶ
ん
や
あ
。」

子
供
た
ち
の
歓
声
が
、
校
舎
の
中

に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

2
月
14
日
、「
昔
の
遊
び
を
楽
し

む
会
」
が
、
地
域
の
方
を
講
師
に
お

招
き
し
、
竹
の
台
小
学
校
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
で
六
年
目
に
な
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

「
作
ろ
う
会
」
で
は
、
折
り
紙
・

紙
ト
ン
ボ
・
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
蛙
・
け

ん
玉
・
ド
ン
グ
リ
ご
ま
・
ぶ
ん
ぶ
ん

ご
ま
。「
遊
ぼ
う
会
」
で
は
、
竹
馬
・

こ
ま
・
割
り
ば
し
鉄
砲
・
お
手
玉
・

べ
っ
た
ん
・
あ
や
と
り
と
、
そ
れ
ぞ

れ
六
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

紙
ト
ン
ボ
は
、
手
前
に
引
く
と
よ

く
跳
ぶ
こ
と
や
、
け
ん
玉
の
紐
は
、

初
め
は
短
く
し
て
お
く
と
よ
い
こ
と

2
月
4
日
（
日
）
竹
の
台
小
学
校

会
議
室
で
、
今
年
度
3
回
目
の
防
災

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。　
　

各
自
治
会
・
管
理
組
合
と
竹
の
台

地
域
委
員
会
な
ど
か
ら
合
計
27
名
が

参
加
し
、①
11
月
5
日
（
日
）
に
行
っ

た
避
難
訓
練
の
反
省
と
、
そ
れ
を
踏

ま
え
て
、
②
来
年
度
に
向
け
て
団
体

内
で
引
き
継
ぐ
べ
き
こ
と
を
考
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
結

果
は
左
記
の
通
り
で
す
。

竹
の
台
地
区
防
災
・
防
犯
福
祉
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、
こ
の
反
省
を
踏

ま
え
て
、
来
年
度
の
避
難
訓
練
の
計

画
を
立
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
各
団
体
で
も
、
少
し
で
も
防

災
の
取
り
組
み
が
進
む
よ
う
、
反
省

点
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
引
継
ぎ
を

お
願
い
し
ま
す
。

・
普
段
交
流
で
き
な
い
人
や
、
他
の

管
理
組
合
と
の
交
流
が
で
き
た
。

・
防
災
意
識
・
知
識
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
た
。
～
訓
練
の
重
要
性
が
理

解
で
き
た
。
竹
の
台
公
園
の
給
水
設

文：神戸大学名誉教授
インターナショナル
オリーブアカデミー神戸顧問

中西　テツ氏

　

生
活
習
慣
病
と
い
う
言
葉
を
横
目

に
、
高
齢
化
社
会
の
た
だ
中
を
ゆ
く

私
た
ち
は
、
日
頃
か
ら
食
品
選
び
や

安
全
・
安
心
の
見
極
め
に
大
き
な
関

心
を
持
っ
て
い
ま
す
。
調
理
に
欠
か

せ
な
い
食
用
油
は
、
い
ろ
い
ろ
な
情

報
が
あ
っ
て
戸
惑
い
ま
す
が
、
そ
う

し
た
中
で
、
エ
キ
ス
ト
ラ
バ
ー
ジ
ン

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
（EVO

）
へ
の

関
心
は
年
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
が
良
い
と
さ
れ

る
理
由
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で

す
。

　

ま
ず
1
つ
と
し
て
、
し
ば
ら
く
前

に
な
り
ま
す
が
、
厚
生
労
働
省
が
栄

養
所
要
量
の
改
定
（
「
第
6
次
改
定　

日
本
人
の
栄
養
所
要
量
」
平
成
12
年

度
－
16
年
度
）
で
、
脂
質
の
脂
肪
酸

摂
取
の
好
ま
し
い
比
率
を
示
し
ま
し

た
。
こ
の
改
定
で
は
、
初
め
て
過
剰

摂
取
の
害
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

多
価
不
飽
和
脂
肪
酸
で
あ
る
リ
ノ
ー

ル
酸
の
過
剰
摂
取
が
、
体
内
で
炎
症

性
活
性
物
質
を
作
り
だ
し
、
ア
ト

ピ
ー
な
ど
炎
症
体
質
を
誘
導
す
る
こ

と
へ
の
懸
念
で
す
。

　

改
定
は
、
「
飽
和
脂
肪
酸
、
一
価

不
飽
和
脂
肪
酸
、
多
価
不
飽
和
脂
肪

酸
を
3
：
4
：
3
の
割
合
で
」
と
い

う
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
脂
肪
酸

の
摂
取
比
率
は
、
油
脂
の
種
類
を
見

直
す
こ
と
で
調
整
で
き
ま
す
。
リ

ノ
ー
ル
酸
の
過
剰
、
つ
ま
り
そ
の
摂

取
比
率
を
抑
え
る
に
は
、
オ
レ
イ
ン

酸
（
一
価
不
飽
和
脂
肪
酸
）
に
富
む

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
や
ナ
タ
ネ
を
利
用

す
る
の
も
ひ
と
つ
で
す
。
最
近
は
、

ハ
イ
オ
レ
イ
ッ
ク
（
高
オ
レ
イ
ン

酸
）
と
い
う
表
示
を
見
か
け
ま
す
。

ベ
ニ
バ
ナ
や
ヒ
マ
ワ
リ
で
は
品
種
改

良
に
よ
っ
て
、
リ
ノ
ー
ル
酸
を
抑

え
、
オ
レ
イ
ン
酸
比
率
を
高
め
る
こ

と
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

2
つ
目
と
し
て
、EVO

は
、
精

製
し
て
い
な
い
、
搾
っ
た
だ
け
の
果

汁
オ
イ
ル
で
す
か
ら
、
抗
酸
化
成

分
が
豊
富
で
す
。EVO

の
ス
パ
イ

シ
ー
な
風
味
成
分
で
あ
る
ポ
リ
フ
ェ

ノ
ー
ル
類
が
、
健
康
と
関
係
す
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
風
味
成

分
に
含
ま
れ
る
ヒ
ド
ロ
キ
シ
チ
ロ

ソ
ー
ル
は
、
以
前
か
ら
美
白
効
果
が

知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
最
近
の
医
学

研
究
で
は
、
オ
リ
ウ
ロ
ペ
イ
ン
と
そ

の
代
謝
物
で
あ
る
ヒ
ド
ロ
キ
シ
チ
ロ

ソ
ー
ル
は
、
血
管
に
酸
化
ス
ト
レ
ス

耐
性
を
付
与
す
る
こ
と
で
、
動
脈
硬

化
の
予
防
に
効
果
が
あ
る
こ
と
。
さ

ら
に
、
抗
炎
症
効
果
の
あ
る
オ
レ
オ

カ
ン
タ
ー
ル
の
よ
う
な
成
分
も
、
生

活
習
慣
病
に
予
防
的
効
果
を
発
揮
す

る
と
い
わ
れ
ま
す
。
苦
味
や
辛
味
と

い
っ
た
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
の
風
味

は
、
味
わ
い
だ
け
で
な
く
、
健
康
に

も
欠
か
せ
な
い
も
の
な
ん
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
神
戸
市
環
境
局
提
供

輪
体
験
で
は
、
炭
に
火
を
つ
け
、
火

吹
き
竹
で
吹
き
な
が
ら
、
餅
を
焼
き

ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
初
め
て
の
体
験
で
し
た
が
、

楽
し
い
活
動
に
な
り
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
地
域
の
方
々
の
協
力

の
お
か
げ
で
、
貴
重
な
体
験
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
体
験
を
通
し
て
、

「
昔
の
人
は
大
変
だ
っ
た
ん
だ
な
ぁ
」

と
昔
の
人
々
の
知
恵
や
生
活
の
大
変

さ
な
ど
に
気
づ
い
た
子
が
た
く
さ
ん

い
た
の
も
嬉
し
い
こ
と
で
し
た
。

　
　
　
3
年
担
任　
中
橋
・
福
木

「
美
竹
っ
子
応
援
団
」
と
は
？

神
戸
市
で
は
、
中
学
校
区
を
単
位
と

し
て
、
家
庭
・
地
域
・
学
校
・
神
戸
市

が
一
体
と
な
り
、
小
学
校
か
ら
中
学
校

ま
で
の 

9
年
間
を
通
し
て
、
地
域
ぐ

る
み
で
子
ど
も
た
ち
を
健
や
か
に
育
て

て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
「
神
戸
っ
子

応
援
団
」
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
西

神
中
学
校
区
で
は「
美
竹
っ
子
応
援
団
」

と
名
付
け
ら
れ
、
平
成
25
年
4
月
に
発

足
し
ま
し
た
。
構
成
メ
ン
バ
ー
は
、
会

長
・
副
会
長
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

ほ
か
、
各
地
区
の
地
域
団
体
・
児
童
館
・

小
中
学
校
の
保
護
者
・
教
員
な
ど
35
名
。

地
域
内
の
小
・
中
学
校
及
び
神
戸
市
と

5
年
間
の
協
定
を
結
び
、
11
月
の
「
美

竹
っ
子
ク
リ
ー
ン
作
戦
」、
授
業
や
行

事
の
サ
ポ
ー
ト
、
各
地
区
の
ま
つ
り
へ

の
参
加
協
力
と
い
っ
た
活
動
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
5
年
が
経
ち
、
協
定
の
期

限
が
今
年
度
末
ま
で
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
3
月
5
日
（
月
）
に
西
神
中

学
校
で
開
催
さ
れ
た
運
営
会
議
で
は
、

来
年
度
以
降
の
応
援
団
の
あ
り
方
に
つ

い
て
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

美
竹
っ
子
応
援
団
が
他
地
区
と
大
き

く
異
な
る
点
と
し
て
、
P
T
A
や
保
護

者
組
織
が
構
成
委
員
に
な
い
事
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
発
足
の
際
に
も
、
子
ど
も

達
の
た
め
に
、
地
域
も
も
ち
ろ
ん
協
力

は
す
る
が
、
保
護
者
が
主
体
的
・
積
極

的
に
こ
の
活
動
に
か
か
わ
る
べ
き
で
は

な
い
か
と
い
う
意
見
が
上
が
り
ま
し

た
。そ

し
て
、
5
年
の
協
定
期
間
中
に
、

保
護
者
が
組
織
と
し
て
参
加
す
る
仕
組

み
を
作
る
事
を
要
件
と
し
て
、
発
足
に

至
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
未
だ
に
そ

の
要
件
は
満
た
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま

た
こ
の
先
も
要
件
を
満
た
す
こ
と
は
難

し
そ
う
で
す
。

協
定
締
結
を
や
め
る
の
か
、
こ
の
地

域
に
お
け
る
応
援
団
の
あ
り
方
を
見
直

す
の
か
、
判
断
は
一
旦
代
表
世
話
人
の

二
人
に
預
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
今
後
の
動
き
に
注
目
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

な
ど
、
様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
き
、
ま
た
、
家
で
も
し
て
み
た
い

と
感
じ
た
よ
う
で
す
。
手
作
り
の
精

巧
な
割
り
ば
し
鉄
砲
に
は
、
感
動
し

て
い
ま
し
た
。

「
も
う
少
し
で　

で
き
る
よ
。」

「
じ
ょ
う
ず
だ
ね
。」
と
ほ
め
て
も

ら
っ
た
の
が
嬉
し
く
、
地
域
の
方
と

の
温
か
い
ふ
れ
あ
い
の
中
か
ら
、
子

供
た
ち
の
生
き
生
き
と
し
た
表
情
が

生
ま
れ
ま
し
た
。

一
年
担
任　

木
村
・
浅
川
・
新
角

団体名 来年度の防災訓練に引き継ぐこと
1 丁目自治会 今年度のワークショップ資料を来年度の

担当者に引き継ぐ
野村西神中央管理組合 今年度の参加状況（全体・団体内）／訓

練の目的／改善点
アルファステイツ西神中央 参加するメリットを伝える

メリットを良く考える
3 丁目自治会 訓練実施の案内を行う ( 継続化）

書面による回覧だけでなく、役員が個別
に声かけするなど

ホープタウン竹の台Ⅴ 防災担当が必要
一人でも多く参加していただけるよう声
かけを行う
訓練告知方法の検討／災害に備える大切
さを周知

4 丁目自治会 待ち時間を無駄にしない！
お手伝いが必要な方についての情報を確
実に伝える

5 丁目自治会 参加人数を増やすための工夫（防災グッ
ズ配布など）
訓練の際の安全も
特に避難所への移動の道中
避難所への移動の時に役割をしっかりと
決める

ホープタウン竹の台Ⅰ 要援護者を各家庭から聞き取りしておく。
( 拒否される方からは無理に聞き出さず、
助けて欲しいと思う方だけを把握してお
く）

ハイライフ竹の台 参加者を増やすため、土産配布、事前通
知の徹底

プラウドシティ西神中央 6 丁目（マンション）特有の問題の解決
・管理組合との関係
・年一回の法定訓練との兼ね合い

保育ルーム　ぴっぴ 参加するためにはどのようなやり方がで
きるか考える
一時避難⇒二次避難の仕方をイメージ、
職員で訓練する

老人クラブ　恵友会 自分自身の身を守るのが最大の取り組み

備
を
知
っ
た
。

・
中
学
校
体
育
館
へ
の
避
難
。
普
段

は
行
か
な
い
場
所
で
、
避
難
所
の
イ

メ
ー
ジ
が
で
き
た
。

・
事
前
準
備
で
は
、
全
戸
配
布
や
小

学
校
か
ら
の
手
紙
で
住
民
に
周
知
で
き
た
。

・
訓
練
内
容
と
し
て
は
、
大
人
数
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
体
育
館
の
出
入
り

が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
た
。

三
役
が
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。

・
連
休
最
終
日
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
か
、
参
加
人
数
が
昨
年
よ
り
少
な

か
っ
た
。

・
本
部
連
絡
員
（
受
付
・
情
報
・
連

絡
）
が
理
解
で
き
て
い
な
い
団
体
が

あ
っ
た
。
集
計
表
が
わ
か
り
に
く

く
、
集
計
に
時
間
が
か
か
っ
た
。

行
政
の
参
加
が
な
か
っ
た
。

・
会
場
で
の
待
ち
時
間
が
長
か
っ

た
。
団
体
ご
と
に
時
間
を
有
効
に
使

え
な
か
っ
た
。

・
足
元
が
寒
か
っ
た
。
高
齢
者
対
策

（
イ
ス
等
）
が
必
要
な
こ
と
が
わ
か
っ

た
。

・
美
竹
っ
子
ク
リ
ー
ン
作
戦

・
登
下
校
の
見
守
り
活
動

・
地
域
・
学
校
合
同
防
災
訓
練

・
学
校
ぴ
か
ぴ
か
大
作
戦

・
昔
の
あ
そ
び
、
く
ら
し
の
授
業

（
1
年
生
・
3
年
生
対
象
）

・
伝
統
文
化
体
験
（
5
年
生
対
象
）

・
行
事
の
際
の
受
付

等
、
美
竹
っ
子
応
援
団
の
活
動

は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

竹
の
台
一
斉
避
難
訓
練
反
省
会

昔
の
く
ら
し
を
体
験
（
3
年
生
）

竹
の
台
小
・
地
域
連
携

昔
の
あ
そ
び
を
体
験
（
1
年
生
）

「
美
竹
っ
子
応
援
団
」
解
散
か
？

　
　
　

ど
う
な
る
保
護
者
の
関
わ
り

来年度に向けての引継ぎ事項

防
災
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

良
か
っ
た
点

悪
か
っ
た
点

コ
ラ
ム
「
オ
リ
ー
ブ
の
お
は
な
し
」

Vol.3

エ
キ
ス
ト
ラ
バ
ー
ジ
ン
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

健
康



(    ) 竹の台総合新聞 2018 年 3 月 第 64 号（年 6 回発行）3 地 域

女性にとって出産は、人生で
数回しかない大イベントです。 

出産が素晴らしい体験となる
ために自分自身ができること、
それは、出産に向けて身体のコ
ンディションを整えておくこと
だと思います。現代女性は、様々
な生活の変化によって、身体の
柔軟性が乏しくなったり、体力・
筋力が少なくなったり、身体の
冷えが目立ったり、安産とは反
対方向へ変わってきています。

例えば、「昔は安産が多かった」
という話を聞いたとがあるかも
しれませんが、50 年前の女性は、
日常生活におけるカロリー消費
量（運動量）が、現代女性と比
べて 3 倍であったという研究結
果が報告されています。そのた
め、現代の妊婦さんがお産に必
要な体力をつけようと思えば、
日常生活を送る以外にもあえて
ウォーキングやヨガなどの運動
をする必要が出てきたのです。

もちろん、これが全てというわ
けではありませんが、今後、妊
娠出産を考えている方や、現在
妊娠されている方は、安産とは
反対方向へ進んでしまっている
現代の生活を見直し、自分の身
体を気に掛けてコンディション
を整えること、それは、すなわ
ち赤ちゃんが育つ環境を整えて
あげることにつながります。

まずは、自分の身体をよく知
り、例えば、専門家に「身体が
冷えていますね」と言われるの
ではなく、ぜひ、「身体の冷えが
気になるのですが、改善するに
はどうしたらいいで
すか？」と自分から
質問できる妊婦さん
になってください。

神戸市看護大学  大学院
看護学研究科 博士前期課程
ウィメンズヘルス看護・助産学専攻
野島 奈明

スポーツ 21 竹の台クラブ
会員募集

クラブの新しい仲間に加わり、体力づくりにチャレン
ジしてみませんか。興味のある方、見学したい方はお
気軽に各クラブの連絡先の方までお問合せください。　

西神少年団野球部

竹の台卓球クラブ

西神戸ラグビースクール

グランドゴルフクラブ

竹の台バドミントンクラブ竹の台ソフトボール部

ママさんバレーボール

9人制バレー（皮）＜美竹SC＞

漫画作者募集

今号は”I崎R乃”さんの作品
です。作品作成の際は、裏も白
い紙に、黒のサインペンではっ
きりと書いてくださいね。

神戸市看護大学は、「地元住民と共に創り共に学ぶ健康生活」を目標
に掲げ、竹の台地域では、平成 20 年から毎年、竹の台ふれあいまつり
での学生さんによる「アロマハンドマッサージ」や「赤ちゃん人形抱っこ」
のコーナーを運営していただいており、住民の皆様にも馴染みの深い 
大学です。そこで、みんなが、興味関心を持っている「健康」をテーマに、
大学院生の方にコラムを執筆していただきました。

今号より、6 回にわたり連載していきます。お楽しみに！

≪活動日時≫
毎週土・日曜日
・祝日　午前

≪活動場所≫
竹の台小グラウンド
                                                  他
≪対象者≫
竹の台小児童
美賀多台児童
≪部員数≫　40 名
≪活動費≫　2500 円（1・2 年生 1500 円）
≪連絡先≫　5 年生以下
　　　　　　服部（TEL090-5464-8179)

≪活動日時≫
毎週日曜日
午後 2 時 30 分から
2 時間半程度（変更あり）
≪活動場所≫
竹の台小グラウンド他

（幼児・小学生）
県立星陵高校グラウンド他

（中学生）
≪対象者≫　幼児・小学生・中学生
≪活動費≫　年 12000 円（半期ごとに 6000 円納入）
≪連絡先≫　メール nishikobers1989 ＠ yahoo.co.jp
　　　　　　　　URL:http://nishikobers.web.fc2.com/

≪活動日時≫
毎週土曜日　午前

≪活動場所≫
竹の台小グラウンド

≪対象者≫　大人

≪定員数≫　24 名

≪活動費≫　月 200 円

≪連絡先≫　矢後（TEL991-3748)

≪活動日時≫
毎週日曜日　
4 月～ 10 月
　11 時～ 13 時
11 月～ 3 月
　10時45分～12時30分

≪活動場所≫
竹の台小グラウンド他

≪対象者≫　学生～大人
≪部員数≫　15 名　　≪活動費≫　年間 4000 円
≪連絡先≫　里（TEL991-4420)

≪活動日時≫
毎週土曜日　
午後6時30分～8時30分

≪活動場所≫
竹の台小体育館

≪対象者≫　18 歳以上
　　　　　　男女

≪部員数≫　10 名
≪活動費≫　年間 2000円（お試し 2 か月 500 円）

≪連絡先≫　大西（TEL991-7529)

≪活動日時≫
毎週火曜日　
午後7時～8時30分

≪活動場所≫
竹の台小体育館

≪対象者≫　
大人の女性

≪部員数≫　9 名

≪活動費≫　月 100円

≪連絡先≫　早川（TEL992-8790)

≪活動日時≫
毎週火・木曜日　
午後6時45分
　～8時30分

≪活動場所≫
竹の台小体育館他

≪対象者≫　西神中学校区主婦の方

≪部員数≫　15 名　　≪活動費≫　月 1000円
≪連絡先≫　土師（はじ）（TEL090-5897-2397)

≪活動日時≫
毎週土曜日　
午後1時～3時
毎週日曜日
午前10時～12時

≪活動場所≫
竹の台小体育館

≪対象者≫　小学生
　　　～成人男女

≪部員数≫　15 名
≪活動費≫　月 500 円 +年 3000 円
≪連絡先≫　西岳（TEL090-5891-8648)

ただいま、定員オーバーのため募集は休止にしています。シニアばかりのチームですが、みんな元気いっぱいです。

一緒に楽しく体を動かしましょう。入部心よりお待ちしています。

皆で楽しく活動をしています。お気軽にご参加ください。

ラグビーを通して健全な子どもたちを育成することを
目的としています。ラグビーはやってみるとたいへん
楽しいスポーツです。ぜひ一緒に楽しみましょう。

子どもたちの健全育成を目的にしています。仲間作り
や体力作りを楽しみましょう！

初心者をはじめそれぞれ自分に合ったレベルで楽しん
でいます。見学・入部は随時受付

若手から年配まで楽しくソフトボールをやっています！
　　　　　　　　　部員募集中！

自分の体を知ろう、気に掛けよう！

3
月
4
日（
日
）竹
の
台
小
学
校
で
、

恒
例
の
「
竹
の
台
朝
市
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

平
成
18
年
に
始
ま
っ
た
こ
の
イ
ベ
ン

ト
も
、
こ
の
日
が
50
回
目
。
50
回
を
記

念
し
て
、
も
ち
つ
き
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
小
さ
い
子
ど
も
連
れ
の
家
族
か

ら
高
齢
の
方
ま
で
2
5
0
名
以
上
が
、

地
元
押
部
谷
産
の
も
ち
米
で
作
ら
れ
た

つ
き
た
て
の
お
餅
を
ほ
お
張
り
ま
し

た
。こ

の
朝
市
が
始
ま
っ
た
き
っ
か
け

は
、
住
民
有
志
が
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
郊
外

の
土
地
を
借
り
て
始
め
た
農
園
（
な
か

ま
農
園
）
で
採
れ
た
野
菜
を
販
売
す
る

場
を
作
り
た
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、

近
郊
の
農
家
が
作
っ
た
野
菜
を
購
入
す

る
場
を
竹
の
台
の
中
で
作
り
た
か
っ
た

こ
と
で
す
。
せ
っ
か
く
な
ら
、
野
菜
だ

け
で
な
く
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
趣
味
で

作
っ
て
い
る
陶
器
や
小
物
、
お
菓
子
な

ど
を
販
売
す
る
場
に
も
し
た
ら
ど
う

か
、
と
出
店
者
を
募
り
ま
し
た
。
現
在

は
、花
屋
さ
ん
や
パ
ン
屋
さ
ん
、ク
レ
ー

プ
屋
さ
ん
プ
ロ
の
出
店
も
増
え
、
季
節

ご
と
の
品
ぞ
ろ
え
が
楽
し
み
で
す
。

ま
た
、
70
歳
以
上
の
高
齢
者
が
無
料

で
利
用
で
き
る
「
ふ
れ
あ
い
喫
茶
」
も

同
時
開
催
し
て
お
り
、
高
齢
者
の
社
交

場
と
し
て
定
着
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
、
ま
ず
は
1
0
0
回
開
催
を
目

指
し
て
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

模
擬
店
・
フ
リ
マ
の
出
店
者
随
時
受

付
中
！
出
店
料
無
料

お
問
合
せ
・
お
申
込
み
は
地
域
福
祉

セ
ン
タ
ー
ま
で

野球部の子どもたちも一緒に
もちつきを楽しみました。

特設休憩所でも多くの方
がつきたてもちの入った
ぜんざいに舌鼓。

看護大の大学院生のコラム連載開始

つ
き
た
て
餅
で
ぜ
ん
ざ
い

地域と大学との連携 50
回
記
念
竹
の
台
朝
市
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　4 月 22 日（日）

桑ノ木幼稚園　給食事業
　午後スタッフ募集
　　　　パート　

　　10 時～ 12 時

竹の台地域福祉センターで

竹の台 地域委員会 総会

自治会・管理組合・管理会の会長、
理事長の方はご出席お願いいたします。　　　　　

【就業時間】 14 時～ 17 時 30 分
【時　 給】 860 円（試用期間あり）
【内　 容】 食器洗浄等

情
報
提
供
・
投
稿

　

お
ま
ち
し
て
ま
～
す

編

集

後

記

2
月
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
、
テ
レ
ビ
に
夢
中
に
な
っ
て
い
た

方
も
た
く
さ
ん
お
ら
れ
た
と
思
い
ま

す
。羽

生
結
弦
、
小
平
奈
緒
、
高
木
姉
妹
、

平
野
歩
夢
、
カ
ー
リ
ン
グ
男
女
、
多
く

の
若
い
選
手
の
活
躍
が
印
象
に
残
り
ま

し
た
。

彼
ら
の
活
躍
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

一
番
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
帰
国
後
の

会
見
で
カ
ー
リ
ン
グ
の
女
子
選
手
が
、

「
私
の
住
む
ま
ち
は
、
何
も
な
い
ま
ち
。

私
の
夢
は
、
こ
こ
に
い
て
叶
う
ん
だ
ろ

う
か
、
と
思
っ
て
い
た
が
、
今
は
こ
の

ま
ち
に
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て

い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
仲
間
な
ど
の
人
の

つ
な
が
り
が
あ
っ
て
、
が
ん
ば
れ
た
か

ら
。」
と
答
え
て
い
た
こ
と
。

竹
の
台
の
ま
ち
も
ほ
と
ん
ど
が
住
居

で
、
な
に
も
な
い
街
。「
住
ん
で
み
て

よ
か
っ
た
」
と
思
え
る
の
は
住
民
一
人

ひ
と
り
が
ど
ん
な
つ
な
が
り
を
持
っ
て

い
る
か
、
も
し
く
は
持
と
う
と
し
て
い

る
か
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

つ
な
が
り
は
自
分
が
作
ろ
う
と
思
わ

な
け
れ
ば
つ
く
れ
な
い
。

50
年
後
、
竹
の
台
は
ど
ん
な
ま
ち

に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

・
紙
面
充
実
の
た
め
、
み
な
さ
ま
の

投
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。
地
域
の
で

き
事
、
詩
歌
、
感
想
、
問
題
提
起
、

身
近
な
疑
問
、
何
で
も
結
構
で
す
。

・
漫
画
作
者
募
集

　

小
中
高
生
ど
な
た
で
も
Ｏ
Ｋ
。

　
新
聞
製
作
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
　

ご
連
絡
は
、
下
記
ま
で
。

①
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

F
A
X　
9
9
2
ー
6
8
8
9

（
9
時
～
12
時　
火
曜
日
は
休
館
）

②
竹
の
台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト

http://takenodai.net

（「
竹
の
台
」
で
検
索
）

　

お
問
合
せ
フ
ォ
ー
ム
か
ら

お問合せ：たけのパーク 920-9293 
( 14 時～ 17 時 ) 日・月曜日定休


